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遷を明らかにし，「第 2 の自由化」と題する第 3 章
では，1980 年代末から 90 年代のアフリカ諸国の民
主化を 4 類型に分けて論じている。第 4 章は「選挙
を輸出する」と題し，国際社会のアフリカの民主主
義への影響を述べ，「民主主義を転覆させる」と題
する第 5 章は，複数政党制選挙を導入した後，暴力
や紛争が発生した国々が紹介される。ただし，著者
は民主化後のすべての暴力や紛争が複数政党制選挙
によるわけではなく，それ以前にも原因があった点
に注意を促す。第 6 章は「民主主義の分け前」と題
し，民主主義が権威主義よりもより良い公共サービ
スを提供し，国民のニーズに応えているかを探って
いる。
アフリカ政治研究者にとって最も示唆に富んでい
ると思われるのは終章である。終章は第 6 章までの
議論をふまえ，アフリカにおいてさまざまな民族や
宗教間の信頼関係を築くような民主主義をいかに設
計するかを論じている。著者はアレンド・レイプハ
ルトの多極共存型民主主義を引用し，近年のケニア
やジンバブウェの連立政権を分析しながら，アフリ
カで民主主義を定着させるためには，競争と包摂の
均衡を保つことが重要であると主張する。そして，
国ごとに異なるこの均衡点を見つけるためには各国
の深い知識が必要であるという。各国の文脈を重視
せよという結論は新しくないが，競争と包摂という
相反する政治的方向性の均衡をいかにして保つかと
いう指摘はもっともであり，アフリカの民主主義の
課題は最終的にこの問いに行きつくようにさえ思わ
れる。今後のアフリカ政治研究がこの均衡点の解明
に貢献していくことを期待する。
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